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クモの網 の私 密

波部 健

国際環境専Fl学 校

クモ類 を他 の生物か ら際 だたせ る特

徴の一つ は、 なん といっても「網」をつ

くることです。一条の糸か ら紡 ぎ上 げ

られ る網のデザインは種 ごとに異な り、

まさに 多種 多様 です。 この、 自然界で

もひ ときわ美 しい造形の一つであるク

モの網 は、 ご存知の よ うに餌 を捕獲す

るための道具に他 な りません。 クモの

網のデザインの 多様性 とは、「糸 を使 っ

て餌 を捕獲す る」 とい う課題 に対 して、

クモ類 が長 い道化の道の り中で導 き出

して きた多様 な解答であると考 えるこ

ともで きるで しよう。網 とい う造形 に

表現 されたクモ類の個性的 な答 を読み

解 く試み、 これが クモ を研 究す る面 白

さの一つです。

ところで、 クモは確 かに見事 な網 を

張 りますが、いつも同 じように網 を作っ

ていると思ってはい ませんか ? 実は、

最近の研 究によって、 クモは状況に應

じて網の構造 を細か く調整 し、時には

大胆 な変更を行 っていることが明 らか

になってい ます。以下 では、私 が京大植

物園内でカタハ リウズグモ (Oθナθ4θ bα

Sノbθナ′′θS)と い う、小型の円網 を形成

す るクモ を研 究す る中で分 かって きた、

網のデザインに私め られた クモの知恵

の一端 をご紹介 します。

カタハ リウズグモ (以 下、ウズ グモ と

省略)の 網 を眺めた ときに、 まず 目を

ラ|く のが、 円網 の中應部 (こ しき部 )

にみ られ る「隠れ帯」と呼 ばれ る帯状 の

白い糸の固 まりです (図 la)。 「ウズグ

モ」 とい う和名は、 この白帯 が、渦模

様 である時の
`口

象 をも とにつ けられた

名です。 しか し、野外で この クモの網

を見 ると、 渦模様 ばか りではな く線状

の白帯 も頻繁にみ られ ます (図 lb)。

異なる形の隠れ帯 をつ けているのは、

同 じ種の中でも異なるタイプの個体 な

ので しょうか ? 実験室で飼育 して観

察 した ところ、 実は同 じ個体 が渦型の

帯 をつ けた り線型の帯 をつ けた Iり す る

ことが分 か りま した。 ウズグモは異

なった形状の帯 をつ けて、一体、何 を

しているので しよう?

まずは、 ウズグモの隠れ帯の形状 の

換え方に何か しら規則性があるのかどう

か を調べてみ ま した。 そ して飼育 実験

の結果、 ウズグモは充分に餌 が得 られ

ている場合には線型の帯 をつ け、反対

に餌不足で飢 えて くると渦型の帯 をつ

ける こ とが
`)か

り ま した (ツVatanabe′

1999)。 ウズグモの網 を見つけた とき

に、網の真ん中に うず模様 があるなら

ば、 その個体 はレヒ較的、 allえ た状態に

あると思って間違 いあ りません。 そ し



図1.カ タハ リウズグモの隠れ帯

a:渦 型、b:線 型

て、線状 の帯 がついていたならば充分

に餌 を得 ている個体 です。「お腹 が空い

た」 といった栄養状態やC理状態な ど

動物個体 の内的 な状態 を外部の様子か

らうかがい知 ることは、一般に とても

難 しいのですが、 ウズグモは隠れ帯の

形 で明瞭 なサインを出 している点で大

変ユニー クです。 ウズグモの活動期間

である春か ら秋 にかけて、餌になる昆

虫の量 は大 き く変動 します。予想 され

るよ うに、環境中に餌 となる昆虫が多

い初夏の頃には、線型の帯 をつ けた網

が多 く見 られ ますが、冬 が近 くなって

餌が少 な くなるに したがって、渦型の

帯 をつけた網 ばか りになって きます。

さて、個体の栄養状態 と隠れ帯の形

状の対応関係 は明解 なのですが、 そも
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そもウズグモは、 どうして隠れ帯 の形

を変えるので しょうか ? この謎 を解

くために、 ウズグモが作 る円網 を、 も

う少 し詳 しく調べてみ ま した。 隠れ帯

の形状 (渦 型・線型)で 区;1し て網全体 の

構造 をあれ これ計沢1し てみ ると、興味

深 い違 いが見つか りま した。渦型の網

では線型の網にしヒベて横糸の間隔が狭

い、 すなわ ち目の細 かい網になってい

るのです。私 は、こうした網の構造の変

化は、捕獲 され る餌のサイズに関係が

あるのではないか と考 えま した。 つ ま

lり 、飢 えたウズグモは、網の 目を細 か く

す ることで捕獲対象 を小 さな餌に も手

を広 げて、まり多くの餌 を獲得 しよ うと

しているのではないかと考 えたわけです。

野タトで、両 タイプの網 (渦 型 。線型 )

で捕獲 されている餌 昆虫の数に差があ

るか どうかを調べた結果、環境中に餌

昆虫が多い 日では、捕獲 され る餌の数

に大きな差はないのですが、餌が少 ない

日には渦型の隠れ帯 をつ けた網 の方で、

よ り多 くの餌が捕獲 されていることが

分 か |り ま した (Watanabe′ 2001)。 また、

餌 となる昆虫が少 ない状況、 すなわ ち

ウズグモが飢 えやすい状況では、周辺

に存在す る餌 昆虫の平均的なサイズも

小 さ くなってお り、 そ うした環境 で餌

を捕獲す るためには、網の 目を細か く

す ることが合理的 であることも分 か り

ました。環境中に餌 となるよ うな昆虫



が少な くて餌 に困っているときには、

エネルギー効率の思い、普段 は狙わな

ぃよ うな小 さな餌 をも標的に している

のです。

さて、 ウズグモの網の機能が色々分

かって きましたが、 ここまでの結果か

らは、肝走の隠れ帯の形状の意味 は 良

く分 か りません。 こんな場合、 やは り

クモが実際に生 きる姿 を眺め ることか

ら新 たな洞察 を得 る しかあ りません。

ウズグモの網 を野外で根 気強 く長 い こ

と観察 していると、 ユス リカや ショウ

ジョゥバエな どが網にかる場面 を見 る

ことがで きます。意外な ことに、網に

掛かった昆虫が、 その ままクモの餌食

になって しまうか とい うと

“

ず しもそ

ぅではな く、網の主がた どり着いて糸

でか らめ取 る前に、 多 くは暴れて脱 出

して しまい ます。つ まり、 クモが餌の

捕獲に成功す るためには、網 に餌 が掛

かるだけでは不十分で、脱 出され る前

に網上で暴れ る餌にた どり着 き、 身動

きとれ ないよ うに糸で絡め取 ることが

始要 なのです。 そのためには、餌 が網

に掛かった ことに追早 く気づいて、掛

かった場所に素早 くた どり着かな くて

はな りません。

一般 に網 を張 るクモは視 党があまり

発達 しておらず、 クモは網の中趙部か

ら放射状 に張 られた縦糸 を伝わ る振動

で、餌 が網に掛 かった事 と、 その位 置
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ウズグモの網 :福 丼市自然史博物館のHPよ り

を知 ります。 クモの行動 を観察す ると、

餌がほ とん ど動 かない状態、すなわち

糸がかすかにゆれ る程度では反應 しま

せん。野タトでは網 が風にそよ ぐことも

あ り、 糸は絶 え間な く振動 をクモに伝

えているはずです。 そ して殆 どの振動

は、 あまり意味 のないもの、す なわ ち

ノイズ (雑 音)で す。 クモは、 そ うした

ノイズの中か ら、餌 が掛 かった ことや、

タト敲 あるいは配偶者の接近 な どの重要

な情報 をよ りわけて知党 しているはず

です。 さて、 ウズグモが小 さい餌 を獲

得 しょ うとす る場合、 先に述べたよ う

に網に掛かった餌の発す る微少 な振動

をいち早 く感知す ることが重要にな り

ます。 実は、 この場面で渦型の帯 が大

きな意味 を持つ ことが分か りま した。

渦型の帯 をよ く見 ると、帯糸が縦糸

を横切 るときに、 少 しだけ縦糸に沿 う

よ うに付着 していることがわか ります。

このため、 よ り正確 にはジグザ グに渦



図2 横糸と縦糸の接合部。横糸方

向へ引っ張る力によって、縦糸方向

の張力が生じる

模様 が作 られてい ます。 この よ うな交

又の仕方で横糸方向に張力 がカロわ ると、

縦糸方向でも張力が生 じることにな り

ます (図 2)。 渦型の網 と、線型の網 と

でレヒ較す ると、 渦型の帯 をつ けた網の

方が中速部分における縦糸の歪みが大

きい ことも分 か りました。 つ ま り、渦

帯 をつけることで縦糸 を引 き絞 り、縦

糸の張力 を高めていると考 えられ るの

です。 わ ざわ ざこのよ うな ことをす る

理由は、 ウズグモが渦帯 をつ けるのが、

日の細かい網 に して小型の餌 を捕獲 し

よ うとしているときであることを考 え

れば理解 で きます。直感的には、糸電話

を思い浮 かべればよいで しょう。糸 が

弛ん だ状 態 で は小 さな声 は 良 く聞 こ
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図3.,1個 体の張った網へ移 して、ショウジョウバ

エヘの反応時間を調べた。Aお よびaは 、それぞれ

線型 (A)と 渦型 (a)の網上で移動なしに反應時間

を波1定 した場合。同じタイプの網への移動 (B:線

型から線型、b:渦型から渦型)に よって反應時間

は移動前と異ならなかった。線型から渦型へ移動

させたイロ体 (C)は 反應が速 くなり、渦型から線型

へ移動させた場合には遅 くなった (c)。

えませんが、 糸 をピンと張れば聞 こえ

ます。ウズグモは、渦型の帯で縦糸の張

力 を高め、小 さな餌が発す る微少 なIFK

動 を感知 しやす くしているのです。

しか し、飢 えているクモは、 それだ

けでも餌への反應が速 くなる傾 向が知

られています。このため、餌への反應 が

早 くなると Lて も、 それが内的 な要因

に よるものか、装 置 としての網の構造

によるものかは 自明ではあ りません。

そ こで、簡単 な実験 を試み ました。渦型

の隠れ帯 をつ けた網 か ら、他の個体 が

作 った渦型の帯 をつ けた網 と、線型の

帯をつけた網に移動させて、反應速度 の

変化 をレヒ較 したのです。その結果、渦型

の網 か ら渦型の網へ移動 した場合には、

６

　

　

　

　

４

反
應
時
間

（秒
）

A B C a b c



小型の餌に対す る反應速度 は同riE度 で

したが、線型の網に移 した場合 には、

反應速度 が著 しく低下 して しまいま し

た (図 3)。 これは、渦帯をつけた網 が、

小型の餌へ素早 く反応 しやす くす る装

置 として機 能 していることを示 してい

ます (Watanabe/2000)。 これでやっ と、

渦状 の帯の機能が説明で きま した。

では、線状 の帯は どのよ うな意味 を

持つので しよう。 実は、現在でもこの

点はよ く分 かっていないのです。 しか

し、 この場合 は、小 さな餌にいちいち

反應 しないよ うに網の張力 を緩め るこ

とが 目的 と考 えられ ます。 ウズグモは

縦糸にそって線型の帯 をつ けるのです

が、調べてみ ると、 その方向は円網の

短径軸に沿 う傾 向があ ります。物理学

的 な問題にな りますが、短径軸 を帯 で

補強 し、 そ こにカロ菫 を集中 させて縦軸

の伸 びを押 さえる、 あるいは網が完成

した後で、短径 を少 し縮め ることがで

きれば、「餌 を食べて童 くなったクモ

自身の体重 を支 えつつ、網全体 の張カ

を緩め る」 とい う難題に対す る、一つ

の奇抜 な解答 を与 えることがで きます。

生 き物は、不断にタト部か らの様々な

情報に さらされているのですが、何 ら

かのフィル ターによって実際には受要

な情報のみ を受け取 ります。普通、 そ

ぅしたフィル ターの役害Jを 果たすのは

感覚器や神経 系な ど、体 内の メカニズ

ゆ く の ぎ を登信 22007.5

ムです。 しか し、 ウズ グモの場合 は体

外 に 自作す る網 に情報 の フ ィル ター機

能 を担 わせ てい る ところに面 白 さが あ

ります。 クモの網 は、 いわ ば神経 系の

一部 とい って も過言 ではないのです。

以上、 ウズ グモの網 を例 に、 クモの

網作 りが、 決 して お決 ま りの行動 な ど

ではな く、 餌環境 や 自身の栄養状 態 と

のかね あいの中で、積極 的 に調 整 され

てい る ことを紹介 しま した。 クモの網

の構 造 に は、 まだ まだ私 た ちが気づ い

てい ない矢口恵 がた くさん隠 され てい る

ことで しょ う。 謎解 きを待つ クモの網

は、 まだ まだた くさん あ ります。 とい

うよ りは、 殆 ど手 がつ け られ ていない

のです。 皆 さん も、 少 しだけ丁 寧に ク

モの網 を観察 してみ て くだ さい。 きっ

と、 不 思議 が見つ か ります。
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私 に とっての植物 園

辻  かおる

京都大学大学院理学研究科 院生

1回 生の時、好奇′こか ら植物園に

入ってみ ました。思ったよ り広 くて学校

内にこんな素敵な空間があるのだ と思っ

たのが初めての植物園 との出会 いで し

た。 それか らはお昼休み散歩 した り、

どんな生 き物がいるんだ ろうと思って

きょろきょろ歩 き口った りも しました。

気持ちが落ち込んだときも植物園に入 っ

て枯れ木や、落 ち葉の下、 ア リの巣な

どを見ているとやす らげま した。

植物園には植 えられた珍 しい植物が

あるのはもちろんですが、2次林のよ

うになった環境には色々な昆虫な ども

住んでいて、 面 白い生 き方 を している

ものやめず ら しいもの も住んでいます。

夕1え ば、 クロクサア リが大 きな木の根

元に巣を作 っていて、 そ こにはマダラ

マルハ ヒロズコガ とい うぺ ったん この

瓢箪型のみの を作 ってそれ を背負って

る蛾の幼虫も住んでい ます。 このガの

幼虫は落 ち葉 な ども食べ るけれ ども、

ア リの巣に侵入 してア リの幼虫も食べ

るら しいです。 きっと植物園で見 られ

たものは クロクサア リの巣に寄生 して

いるんだ と思われ ます。
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私 が見た中で珍 しいもの といえば ク

チマガ リマイマイ とい うカタツム リだ

と思い ます。 このカタツム リは環境省

の レッ ドデー タブックでは準絶滅危惧

種に、 京都府の レッ ドデー タブックで

は絶滅危惧種 に指定 されてい ます。彼

らは近畿中部の低 山か ら平野部の常緑

広葉樹の混 じるレヒ較的乾燥 した2次林

的環境にだけ住んでいるら しいです。

この よ うな住み場所は開発工事 な どで

失われて住拠 がな くなって きているた

め、絶減危惧種 に認定 されたよ うです。

既女口の生′a地 においてはで きる限 り現

状保存への配慮 が求め られ ると京■li府

も警告 してい ます。

植物園は私個人に とって大切 な場所

だ とい うだけでな く、 虫たちの よ うな

小 さな生 き物に とっては大切 なすみか

だと思います。このような植物園がいつ ま

でもあることを`む
から願っています。

このよ うな拙 いもの しか書 けないに

も拘 らず、植物園の機関紙に書 かせて

いただけることに感謝 してお ります。

また、 卒業研 究で植物園にある圃場の

一部 を使わせていただけていることに

も非常に感謝 してお ります。 まだ まだ

未熟で何 もで きませんが これか らもよ

ろ しくお願 いいた します。
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は

頭

は

猿

で

胴

は

狸

。

尻

尾

は

蛇

で

手

足

は

虎

に

似

て

ゐ

る

と

言

ふ

。

実

際

の

「
虎

鶉

」

と

は

全

く

疑

け

離

れ

た

ｔ

の

で

、

迷

惑

な

話

だ

と

具

っ

て

ゐ

る

に

違

ひ

あ

り

ま

せ

ん

。

「
手

家

物

語

」

に

は

時

の

天

皇

、

近

衛

の

星

敷

上

空

を

夜

毎

徘

徊

し

、

そ

の

怪

し

い
声

に

苦

し

め

ら

れ

、

市

に

災

ひ

を

ｔ

た

ら

し

て

居

た

怪

物

を

、

源

頼

政

が

退

発

し

た

と

出

て

ゐ

て

、

世

阿

弥

作

の

能

（
鬼

物

）
に

ｔ

胸

色

さ

れ

て

暑

る

さ

う

で

す

。

そ

の

虎

鶉

の

寂

し

げ

な

声

は

現

在

で

七

、

京

都

の

街

中

に

ひ

っ
そ

り

と

良

付

く

省

園

で

聴

く

事

が

出

来

、

標

本

は

常

大

雀

合

博

物

館

に

常

設

展

予
〓

．

さ

れ

て

ゐ

ま

す

。

凍
み

氷

る

夜

哺

く

鳥

の

愛

し

け

れ

和
秀

↑
狂

一
）

ト

ラ

ツ
グ

ミ

　

単

名

は
Ｎ
ｏ
Ｐ

３

８

Ｑ
ｏ
⊆
３
ｏ

《
絶

滅

危

惧

種

。
ラ

ン

ク

２
・
繁

殖

個

体

群

》

山

岸

哲

［
監

修
∵

江
崎

保

男

・
和

田

岳

［
編

者
］

『
近

畿

地

区
。
鳥

類

レ

ッ
ド

デ

ー

タ

ブ

ッ
ク

（
絶

減

危

惧

種

判

定

シ

ス

テ

ム

の

開

発

と

京

都

大

学

単

術

出

版

会

ユ

一
〇

〇

二
年

二

月

二
十

五

日

刊

よ

り

（
■

二
）

採

集

場

所

は

常

大

芦

生

演

習

林

<ぬえ >

九 夫 社  矢口真 の森 文庫 瞭 都 魔 界 案 内」
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の 人

森 植
へ 物

第

二

回

　

『
京

《
夢

回
復
り
』

》

園
Ｔ
　
中
島

和
秀

と

ら

つ
ぐ
み

☆

虎
鶏
の
話

き

て
、

省

植

物

園

に

は

様

々

な

動

植

物

が

棲

良

し

て

暑

る

の

で

す

が

、

今

回

は

野

島

の

事

を

少

し

紹

介

し

て

み

た

く

見

ひ

ま

す

。

一
年

を

通

し

て

仕

事

の

合

間

や

休

日

に

、

双

唄

鏡

や

内

唄

で

島

の

観

察

を

し

て

ゐ

る

の

で

す

が

、

少

な

く

見

積

っ

て

ｔ

五

〇

～

費

〇

種

類

の

野

鳥

が

省

園

を

訪

れ

た

り

、

棲

み

付

い

て

居

る

の

で

は

と

考

へ
ら

れ

ま

す

。

お

ほ
た
か

。
は

い
た

か

。
あ
を
ば

づ

く
。

だ

い
さ
ぎ

。
あ
を

さ
ざ

・
こ
さ
ぎ

。

ま

が
七

・
か

る
が
七

・
ご

ゐ
さ
ぎ

。

か

は
せ

み

。
せ
ぐ

ろ
せ
さ

れ

い

。
は
く

せ
さ
れ

い

。
さ

せ
さ

れ

い
。

め
じ

る

ｏ
う
ぐ

ひ
す

。
し
じ

ゅ
う

が
ら
。

さ

じ
ば

と

・
あ
を

ば

と

。
ほ
と

と
ざ

す
。

つ
ば

め

。
あ
を
げ

ら

ｏ
こ
げ

ら

・
ｔ
ず

。

ひ
よ
ど

り

。
す

ず

め

。
さ
れ

ん

じ

ゃ
く
。

つ
ぐ

み

。
お
ほ

る
り

。
じ

ゃ
う
び

た
さ
。

こ
る
り

。
し

ろ
は
ら

ｏ
と
ら

つ
ぐ

み
…
…

等

々
。

と

こ

ろ

で
、

毎

年

寒

く

な

っ

て

来

る

と

、

虎

鳴

《
絶

滅

危

惧

種

、

こ

が

姿

を

見

せ

て

呉

れ

る

や

う

に

な

り

ま

す

。

ス

ズ

メ

ロ

ヒ

タ

キ

科

ツ

グ

ミ

エ

科

の

島

で

、

つ
ぐ

み

類

中

最

大

の

全

長

約

二

〇

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

で

す

。

背

面

は

責

褐

色

、

腹

面

は

責

白

色

で

一
面

に

小

さ

な

二

日

月

形

の

具

斑

が

あ

る

、

と

て

ｔ

姜

し

い
島

で

す

。

夏

に

山

地

で
繁

殖

し

、

冬

は

手

地

に

移

動

し

て

、

落

葉

を

く

ち

ば

し

で

播

さ

分

け

昆

申

・
ミ

ミ

ズ

等

を

採

餌

し

、

♂

♀

周

色

で

す

。

早

朝

や

夜

間

ま

た

は

曇

天

の

日

に

「
ヒ
ー

、

ヒ

ヨ
ー

」

と

口
笛

の

や

う

な

寂

し

く

低

い
、

極

め

て

静

か

な

声

で

哺

さ

ま

す

。

周

じ

科

の

つ
ぐ

み

や

し

ろ

は

ら

と

は

違

ひ

、

人

を

あ

ま

り

怖

れ

な

い

の

で

七

～

〈
メ

ー

ト

ル

の

距

離

に

ま

で

近

付

け

た

事

が

あ

り

ま

す

。

頭

を

上

げ

て

胸

を

反

ら

し

、

少

し

大

き

め

の

具

い
噴

で

身

じ

ろ
ぎ

せ

ず

に

、

じ

っ
と

こ
ち

ら

を

見

詰

め

る
姿

は

と

て
七

愛

ら

し

い
ｔ

の

で
す

。

そ

の

虎

鶏

が

伝

説

上

の

怪

獣

で

あ

る

編

の

モ
デ

ル

と

さ

れ

て

暑

る

さ

う

で

す

。

そ

の

理
由

は

偏

に

喘

さ

声

が

闇

の

中

か

ら

「
ヒ
ー

、
ヒ

ョ
ー

」
と

聞

こ

へ

て

来

る

と

、
怪

具

ｏ
不

昔

と

さ

れ

た

事

に

あ

る

ら

し

し、
の

で

す

。
「
婦

」
の

姿

形

<と らつ ぐみ >

保 育 社 「原 色 日本 鳥類 図鑑 」
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カ

フ

ェ
バ

ー

☆

ア

ナ

ベ

ル

・
リ

ー

　

件

田

　

し

の

ぶ

京

人

植

物

園

の

存

在

を

識

っ
た

の

は

確

か

５

年

程

前

だ

ろ

う

か

。

百

万

遍

で

古

言

店

に

居

た

時

、

友

人

よ

り

句

幕

を

刊

行

さ

れ

た

中

島

さ

ん

を

紹

介

し

て

い

た

だ

い

た

。

い

ろ

い

ろ

お

話

を

し

て

い

る

う

ち

に

常

大

植

物

園

で
、

園

Ｔ

の

仕

事

を

し

て

い

る

と

お

っ
し

ゃ

っ
た

。

「
え

っ

？
・

京

人

植

物

園

っ

て

何

架

に

あ

る

の

で

す

か

？

」

よ

く

よ

く

聞

く

と

晨

学

部

北

部

キ

ャ

ン
パ

ス

内

に

あ

る

ら

し

い
。

省

時

率

の

住

ま

い

は

一
乗

今

で
、

百

万

遍

の

店

ま

で

毎

日

散

歩

が

て

ら

歩

い

て

通

っ

て

い

た

。

途

中

晨

学

部

の
敷

地

内

を

、

い

ろ

い

ろ

コ
ー

ス

を

変

え

な

が

ら

歩

く

の

が

日

課

に

な

っ

て

い

た

。

そ

う

い

え

ば

京

人

植

物

園

の

ま

わ

り

を

い

つ
ｔ

歩

い

て

い

た

の

だ

。

あ

た

り

前

の

よ

う

に

、

四
季

折

々

の

い

ろ

ん

な

植

物

を

眺

め

な

が

ら

。

こ

れ

ま

で

ネ

の

中

の

既

存

し

て

い
た

植

物

園

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

と

ぁ

ま

り

に

ｔ

か

け

離

れ

て

い

た

た

め

に

、

ま

る

で

自

然

の

森

の

よ

う

な

こ

こ

が

東

大

植

物

園

と

は

見

わ

ず

に

い

た

の

だ

。

植

物

園

の

存

在

を

識

っ

て

か

ら

何

度

か

国

内

を

散

策

し

た

。

何

十

年

に

ｔ

渡

り

こ

の

植

物

園

で
、

ど

れ

ほ

ど

の

学

生

達

が

こ、
こ、
を

往

さ

夫

い
、

実

験

し

た

り

観

察

を

し

て

き

た

の

だ

ろ

う

か

。

そ

ん

な

こ

と

を

フ

ッ

と

考

え

て

歩

い

て

い

る

と

ま

た

ヮ

ク

ワ

ク

と

楽

し

く

な

る

。

ど

う

や

ら

こ

こ

で

は

自

分

な

り

の

秋

か

な

楽

し

み

を

み

つ
け

る

こ

と

が

出

来

そ

う

だ

。

¬

京大植物園 を考 える会

口  年月日 日キ間

1  2003年 4月 10日 (木) 12:10-12:55

2   2003115月 25日 (日 ) 14:00-15:00

3  2003年 6月 7日 (上) 13:00～ 14100

4   2003年 7月 18日 (金 ) 17:30～ 18:30

学外 2003年 7月 29日 (火)14:00～ ?

5   20034「 8月 25日 (月 ) 07:00～ 8:10

6  2003年 9月 25日 (木)雨 天のため中止

7   2003年 10月 23日 (木) 12:10～ 12:50

3う が 2003年 11月 16日 (上)11:00～ 12:00

8  2003年 11月 27日 (木)12:10-12:50

9  2003年 12月 18日 (木)12110～ 12:50

10  2004年 1月 24日 (土)10:00～ 11100

11  2004年 2月 26日 (木)12:10～ 12:50

12  2004年 3月 18日 (木)12:10～ 12:50

13  2004114月 22日 (オt) 12:15～ 12:50

14  2004年 5月 22日 (上) 10:00-12:00

これ までの観 察会

テーマ

春の植物園を歩 こう

新緑の植物園を一緒に歩きましょう

ユ クノキの開花をみよう

街中 との温度差 を感 じよう

烏の声を聞 きましょう

秋の植物園 「草の実・木の実を採そ う」

植物園シンポジウム記念観察会

晩秋の植物園「草の実。本の実を探そ う Part II」

師走の植物園 「冬支度のいきものたち」

一 月の植物園 「烏の観察 Part II」

二月の植物園 「冬眠中の虫たち」

二 月の植物園 「春 を待つ生 き物たち」

四月の植物園 「じぶんの花をみつけよう」

夏のはじまり「植物園から飛びだそう」(吉口出の散策)

10
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15 2004年 6月 27日 (日 )10:00～ 12:00 六月の吉口山「夏至の候をたのしむ」(吉口J・ の散策2)

16 2004年 7月 21日 (水)12:15～ 12:55 七月の植物園 「木陰のいきものたち」

17 2004年 8月 24日 (火)12:15～ 12:55 秋風 を待つ植物園

18 2004年 9月 22日 (水)12:15～ 12:55 秋のいきものを見つけよう

19 2004年 10月 28日 (木)12:15～ 12:55 たねや芽生えをさがそ う

20 2004年 11月 19日 (金)12:15～ 12:55 植物園で染料 をさがそ う

11月 祭 2004年 11月 20日 (上)13100～ 15:00 京大11月 祭jヒ部祭典参カロ植物園まつり特別観察会

21 2004年 12月 20日 (月 )12:15～ 12:55 ロシアからやって来た小鳥を探そ う

22 2005年 1月 27日 (木)12:15～ 12:55 生 きものたちの冬越 し

23 2005年 2月 17日 (木)12:15～ 12:55 樹木の立ち姿をみてみよう

24 2005年 3月 24日 (木)12:15～ 12:55 植物園内に残る苦代の遺跡

25  2005年 4月 27日 (木 ) 12:00～ 12:55 咲 きかた、 散 りかた、 実 りかた

26 2005年 5月 24日 (月 )12:00～ 12:55 はなやかな葉っぱ

うちダ 2005年 5月 27日 (金)15100～ 16:30 第2口植物園シンポジウムプレイベン ト観察会

27  2005年 6月 29日 (水)12:00～ 12:55 ツユ ときの こ

28 2005年 7月 27日 (水)12:00～ 12:55 夏の虫たち

29 2005年 8月 30日 (火)12:05～ 12:55 植物園で染料 をさがそ う Part II

30 2005年 9月 27日 (火)12:00～ 12:55 秋のみ どり

31 2005年 10月 25日 (火)12:00～ 12:55 水辺の植物たち

協 祭 2005年 11月 23日 (水祝)10:30～ 12:30 京大11月 祭北部祭典参カロ 烏 と木の実

33  2005年 12月 15日 (木)12:05～ 12:55  “ツリーイングちてなんだろう?隔宣物園の大きな木をみてみよう」

34 2006年 1月 19日 (木)12:05～ 12:55 森で語 ろう「京大植物園が育むサブカルチャー」

35 2006年 2月 23日 (木)12:05～ 12:55 虫たちの越冬場 F/T「植物 を寝床に」

36 2006年 3月 30日 (木)12:05～ 12:55 北部の春 (き た ぐにのはる)

37 2006年 4月 14日 (金)12:05～ 12:55 タンポポから探 る、生 き物の分布

38 2006年 5月 11日 (木)12:05～ 12:55 植物が作 る謎の部屋?ダ ニ室をのぞいてみよう

39 2006年 6月 15日 (本)12:05～ 12:55 植物園の きのこたち

40 2006年 7月 7日 (金)12:05～ 12:55 植物園の苔観察「しゃがんでこそ見える世界もある」

41 2006年 8月 26日 (上)10:00～ 12:00 植物園 と吉口出

42 2006年 9月 21日 (木)12:05～ 12:55 森で語 ろうPart II         はなおり

43 2006年 10月 20日 (金)12:05～ 12:55 植物 E・Iを 合む東大北部キャンパスの地形見学と花折断層

‰ 祭 2006年 11月 23日 (木)10:30～ 12:00 京大11月 祭北部祭典参カロ 植物標本 と植物園

45 2006年 12月 7日 (木)12:05～ 12:55 ドングリからさぐる 植物の分散戦略

46 2007年 1月 25日 (本)12:05～ 12:55 シダの多様 な生活

47  2007年 2月 22日 (木)12105～ 12:55 イヌビワについて

48 2007年 3月 23日 (木)12:05～ 12:55 春の雑草

49 2007年 4月 19日 (木)12:05～ 12:55 春爛漫
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編

集

後

記

時

折

り

し

ｔ

、

新

緑

が

表

し

く

風

に

そ

よ

ぐ

二

月

、

よ

う

や

く

「
ゆ

く

の

さ

通

信

」

第

２

号

を

お

届

け

す

る

運

び

と

な

り

ま

し

た

。

創

刊

号

が

出

た

の

が

昨

年

の

晩

秋

の

事

で

し

た

が

、

季

節

の

移

ろ

い

の

速

さ

に

驚

く

ば

か

り

で

す

。

そ

し

て

多

く

の

人

々

か

ら

、

購

読

料

等

の

曖

か

い
御

支

援

を

頂

き

、

こ

よ

り

の

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

こ

れ

を

励

み

に

ス

タ

ッ

フ

一
周

は

、

今

後

ｔ

楽

し

い
雑

誠

作

り

に

取

り

組

ん

で

行

こ

う

と

考

え

て

居

ま

す

。

さ

て
、

今

号

の

内

容

は

如

何

で

し

ょ

う

か

。

こ

の

ニ

ュ
ー

ズ

レ

タ

ー

を

制

作

す

る

に

省

っ

て

は

、

大

勢

の

人

達

の

努

力

と

協

力

が

あ

る

訳

で

す

が

、

そ

こ

に

は

一
つ

の

共

通

す

る

ユ

い

が

在

る

よ

う

に

疑

じ

て

居

ま

す

。

そ

れ

は

こ

の

常

大

植

物

園

を

、

こ
れ

か

ら

え

ｔ

大

切

に

育

ん

で

行

こ

う

と

を

う

、

願

い
だ

と

晟

い

ま

す

。

そ

の

き

さ

や

か

な

美

し

い

願

い

が

、

跡

絶

え

る

事

な

く

持

続

し

て

行

さ

ま

す

よ

う

、

皆

様

方

の

よ

り

一
層

の

御

理

解

を

下

さ

い
ま

す

よ

う

に

。

最

後

に

、

イ

ラ

ス

ト

レ

ー

タ

ー

を

用

い

て

短

時

間

で

版

下

を

制

作

し

て

下

さ

っ
た

マ

ッ
キ

ー

、

有

難

う

御

裏

居

ま

す

。

と

て

ｔ

助

か

り

ま

し

た

。

読

後

の

御

疑

担

・
蔵

見

・
批

評

等

を

速

痕

な

く

お

寄

せ

下

さ

い
。

今

後

の

紙

面

作

り

の

参

考

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

の

で
、

お

待

ち

し

て

居

ま

す

。

月

の

出

や

こ

の

街

に

花

ふ

ぶ

く

二

〇

〇

七

年

二

月

御

迪

の

九

ヘ
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